
JP 5348163 B2 2013.11.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数のセグメント領域の少な
くとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長帯域光を発する蛍光体
層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を透過させる透過部とさ
れた円板形状の発光板と、
　前記発光板を円周方向に回転させる駆動装置と、
　前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、
　該光源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光
光を反射する第一ダイクロイックミラーと、
　前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、又は前記励起光を反射させ且つ前記
蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、
　前記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前記第二ダイクロイックミラーへ導く
励起光反射ミラーと、
　前記第一ダイクロイックミラーで反射した前記蛍光光を反射して前記第二ダイクロイッ
クミラーへ導く蛍光光反射ミラーと、
　を備え、
　前記励起光と前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数のセグメント領域の少な
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くとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長帯域光を発する蛍光体
層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を透過させる透過部とさ
れた円板形状の発光板と、
　前記発光板を円周方向に回転させる駆動装置と、
　前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、
　該光源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光
光を反射する第一ダイクロイックミラーと、
　前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、又は前記励起光を反射させ且つ前記
蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、
　前記第一ダイクロイックミラーで反射した前記蛍光光を反射して前記第二ダイクロイッ
クミラーへ導く蛍光光反射ミラーと、
　を備え、
　前記透過部を透過した励起光は前記第二ダイクロイックミラーへ導かれ、前記励起光と
前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを特徴とする光源装置。
【請求項３】
　円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数のセグメント領域の少な
くとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長帯域光を発する蛍光体
層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を透過させる透過部とさ
れた円板形状の発光板と、
　前記発光板を円周方向に回転させる駆動装置と、
　前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、
　該光源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光
光を反射する第一ダイクロイックミラーと、
　前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、又は前記励起光を反射させ且つ前記
蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、
　前記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前記第二ダイクロイックミラーへ導く
励起光反射ミラーと、
　を備え、
　前記第一ダイクロイックミラーで反射した蛍光光は前記第二ダイクロイックミラーへ導
かれ、前記励起光と前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを特徴とする光源装置。
【請求項４】
　円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数のセグメント領域の少な
くとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長帯域光を発する蛍光体
層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を透過させる透過部とさ
れた円板形状の発光板と、
　前記発光板を円周方向に回転させる駆動装置と、
　前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、
　該光源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光
光を反射する第一ダイクロイックミラーと、
　前記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前記第一ダイクロイックミラーへ導く
励起光反射ミラーと、
　を備え、
　前記励起光と前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを特徴とする光源装置。
【請求項５】
　前記蛍光体層を形成する蛍光体は複数であり、少なくとも赤色波長帯域光を発する蛍光
体及び緑色波長帯域光を発する蛍光体を有することを特徴とする請求項１乃至請求項４の
何れかに記載の光源装置。
【請求項６】
　光源装置と、表示素子と、前記光源装置からの光を前記表示素子に導光する光源側光学
系と、前記表示素子から射出された画像を投影する投影側光学系と、前記光源装置や表示
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素子を制御するプロジェクタ制御手段と、を備え、
　前記光源装置が、請求項５に記載の光源装置であることを特徴とするプロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源装置と、この光源装置を備えたプロジェクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　今日、パーソナルコンピュータの画面やビデオ画像、更にメモリカード等に記憶されて
いる画像データによる画像等をスクリーンに投影する画像投影装置としてのデータプロジ
ェクタが多用されている。このプロジェクタは、光源から射出された光をＤＭＤ（デジタ
ル・マイクロミラー・デバイス）と呼ばれるマイクロミラー表示素子、又は、液晶板に集
光させ、スクリーン上にカラー画像を表示させるものである。
【０００３】
　このようなプロジェクタにおいて、従来は高輝度の放電ランプを光源とするものが主流
であったが、近年、光源として発光ダイオードやレーザーダイオード、或いは、有機ＥＬ
、蛍光体発光等を用いる開発や提案が多々なされている。例えば、特開２００４－３４１
１０５号公報（特許文献１）では、固体光源から射出する励起光としての紫外光を受けて
可視光に変換する蛍光体層が配設された円板状の透明基材から成る蛍光ホイールと、固体
光源とを有する光源装置についての提案がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３４１１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の提案は、紫外光が入射する蛍光ホイールのホイール面に紫外光を透過して
、可視光を反射させる可視光反射膜を形成することにより、入射した紫外光を出射側のホ
イール面に配置される蛍光体層に照射させて蛍光光を生成して出射側に射出させるととも
に、蛍光体層から入射面側に射出される蛍光光も可視光反射膜で出射側に反射させて、蛍
光ホイールから射出される蛍光光の光量を増加させることができる。
【０００６】
　また、励起光の照射される光学部品の損傷防止等を目的として、上記光源装置の固体光
源には、励起光として青色波長帯域光を射出する青色レーザーダイオード等を用いること
もできる。この場合、蛍光ホイールは、拡散層をホイール面に形成するなどして、青色帯
域光を蛍光ホイールを透過させてそのまま利用する構成とされる。
【０００７】
　そして、このような光源装置に用いる蛍光ホイールの入射面には、青色帯域光を透過さ
せてその他の可視光を反射させる反射膜を形成する必要があるため、製造に手間がかかり
、コスト増加の要因となっていた。
【０００８】
　そこで、光源装置として、ホイール基材を金属板などで形成し、励起光としての青色帯
域光と蛍光体から発光される赤色、緑色波長帯域などの蛍光光を金属板の反射面で反射さ
せることで、赤色、緑色、青色波長帯域の光を順次射出する構成が考えられる。
【０００９】
　しかしながら、このような場合において、赤色、緑色、青色波長帯域の光の光路を同一
にしてしまうと、赤色或いは緑色蛍光体の層に青色励起光を照射した際、発光する赤色或
いは緑色波長帯域の蛍光光に反射した青色波長帯域の光源光が混ざってしまうために色純
度が悪くなってしまうといった問題点がある。
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【００１０】
　また、青色帯域光の蛍光ホイールにおける入射面と出射面とが同一であるため、青色光
源光の入射する光路と出射する光路とを分離するために、光学レイアウトや光学部品を特
殊な構成とする必要があるといった問題点もある。
【００１１】
　本発明は、このような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、特定波長帯域光
のみを反射する特殊な反射層を蛍光ホイール面に設けることなく、蛍光ホイール自体を反
射板とするとともに、反射板の一部に光源光を透過させる透過部を設けることで、蛍光ホ
イールから射出される光源光と各色蛍光光との射出光路を分離させることが可能となり、
シンプルな構成とされて、製造が容易であるとともに、色純度の高い各色光を射出するこ
とができる光源装置と、この光源装置を備えたプロジェクタを提供することを目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の光源装置は、円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数の
セグメント領域の少なくとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長
帯域光を発する蛍光体層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を
透過させる透過部とされた円板形状の発光板と、前記発光板を円周方向に回転させる駆動
装置と、前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、該光
源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光光を反
射する第一ダイクロイックミラーと、前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、
又は前記励起光を反射させ且つ前記蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、前
記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前記第二ダイクロイックミラーへ導く励起
光反射ミラーと、前記第一ダイクロイックミラーで反射した前記蛍光光を反射して前記第
二ダイクロイックミラーへ導く蛍光光反射ミラーと、を備え、前記励起光と前記蛍光光と
が同一光路上に導かれることを特徴とする。
【００１３】
　本発明の光源装置は、円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数の
セグメント領域の少なくとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長
帯域光を発する蛍光体層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を
透過させる透過部とされた円板形状の発光板と、前記発光板を円周方向に回転させる駆動
装置と、前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、該光
源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光光を反
射する第一ダイクロイックミラーと、前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、
又は前記励起光を反射させ且つ前記蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、前
記第一ダイクロイックミラーで反射した前記蛍光光を反射して前記第二ダイクロイックミ
ラーへ導く蛍光光反射ミラーと、を備え、前記透過部を透過した励起光は前記第二ダイク
ロイックミラーへ導かれ、前記励起光と前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを特徴
とする。
【００１４】
　本発明の光源装置は、円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数の
セグメント領域の少なくとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長
帯域光を発する蛍光体層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を
透過させる透過部とされた円板形状の発光板と、前記発光板を円周方向に回転させる駆動
装置と、前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、該光
源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光光を反
射する第一ダイクロイックミラーと、前記励起光を透過させ且つ前記蛍光光を反射する、
又は前記励起光を反射させ且つ前記蛍光光を透過する、第二ダイクロイックミラーと、前
記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前記第二ダイクロイックミラーへ導く励起
光反射ミラーと、を備え、前記第一ダイクロイックミラーで反射した蛍光光は前記第二ダ
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イクロイックミラーへ導かれ、前記励起光と前記蛍光光とが同一光路上に導かれることを
特徴とする。
【００１５】
　本発明の光源装置は、円周方向に配置された複数のセグメント領域を有し、前記複数の
セグメント領域の少なくとも一つは反射部とされ、該反射部に励起光を受けて所定の波長
帯域光を発する蛍光体層が形成され、前記複数のセグメント領域の少なくとも一つは光を
透過させる透過部とされた円板形状の発光板と、前記発光板を円周方向に回転させる駆動
装置と、前記蛍光体層及び前記透過部に青色波長帯域光の励起光を照射する光源と、該光
源と前記発光板との間に配置され、前記励起光を透過させ且つ蛍光体層からの蛍光光を反
射する第一ダイクロイックミラーと、前記発光板の透過部を透過した励起光を反射して前
記第一ダイクロイックミラーへ導く励起光反射ミラーと、を備え、前記励起光と前記蛍光
光とが同一光路上に導かれることを特徴とする。
【００１６】
　また、前記蛍光体層を形成する蛍光体は複数であり、少なくとも赤色波長帯域光を発す
る蛍光体及び緑色波長帯域光を発する蛍光体を有することを特徴とする。
【００２１】
　そして、本発明のプロジェクタは、上記の光源装置と、表示素子と、前記光源装置から
の光を前記表示素子に導光する光源側光学系と、前記表示素子から射出された画像をスク
リーンに投影する投影側光学系と、前記光源装置や表示素子を制御するプロジェクタ制御
手段と、を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、特定波長帯域光のみを反射する特殊な反射層を蛍光ホイール面に設け
ることなく、蛍光ホイール自体を反射板とするとともに、反射板の一部に光源光を透過さ
せる透過部を設けることで、蛍光ホイールから射出される光源光と各色蛍光光との射出光
路を分離させることが可能となり、シンプルな構成とされて、製造が容易であるとともに
、色純度の高い各色光を射出することができる光源装置と、この光源装置を備えたプロジ
ェクタを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例に係る光源装置を備えたプロジェクタを示す外観斜視図である。
【図２】本発明の実施例に係る光源装置を備えたプロジェクタの機能回路ブロックを示す
図である。
【図３】本発明の実施例に係る光源装置を備えたプロジェクタの内部構造を示す平面模式
図である。
【図４】本発明の実施例に係る蛍光ホイールの正面模式図及び一部断面を示す平面模式図
である。
【図５】本発明の実施例に係る光源装置の平面模式図である。
【図６】本発明の実施例に係る光源装置における光源光と蛍光光の光路のバリエーション
を示す模式図である。
【図７】本発明の実施例に係る光源装置における光軸変換ミラーの組合せ例を示す表であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための形態について述べる。プロジェクタ10は、光源装置63と
、表示素子51と、冷却ファンと、光源装置63からの光を表示素子51に導光する光源側光学
系62と、表示素子51から射出された画像をスクリーンに投影する投影側光学系90と、光源
装置63や表示素子51を制御するプロジェクタ制御手段と、を備えている。
【００２５】
　この光源装置63は、発光板である蛍光ホイール71を有する。蛍光ホイール71は、回転制
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御可能な基材に互いに隣接する扇形形状のセグメント領域を三つ有する。三つのうち二つ
のセグメント領域は反射部とされ、該反射部に励起光を受けて緑色の波長帯域光を発する
蛍光体の層131G及び赤色の波長帯域光を発する蛍光体の層131Rが形成される。残る一つの
セグメント領域は透過部とされ、光を透過させる。
【００２６】
　具体的には、励起光を透過させる透過部と反射部とが円周方向に配置され、反射部には
異なる波長帯域光を発する複数の蛍光体層131が円周方向に形成されている。光源装置63
は、さらに蛍光ホイール71を回転させる駆動装置であるホイールモータ73と、蛍光ホイー
ル71の蛍光体層131に励起光を照射する光源72と、該光源72と蛍光ホイール71との間に配
置されて励起光を透過させ且つ蛍光体からの蛍光光を反射するダイクロイックミラーであ
る第一光軸変換ミラー1、及び、蛍光ホイール71の透過部を透過した励起光と第一光軸変
換ミラー1で反射された蛍光光とを同一光路上に集光させ且つ同一方向に向けて照射可能
とする複数の反射ミラーやダイクロイックミラーを有する。
【００２７】
　また、励起光を蛍光ホイール71に照射する光源72は、青色帯域のレーザーを射出するレ
ーザー発光器であり、蛍光体層131を形成する蛍光体は複数であり、上記のごとく赤色帯
域光を発する蛍光体と、緑色帯域光を発する蛍光体である。
【００２８】
　更に、蛍光ホイール71の透過部とされる拡散板140には、励起光を拡散させる拡散層141
が形成されている。
【００２９】
　また、光源装置63は、光源72と蛍光ホイール71との間、及び、蛍光ホイール71から発せ
られた蛍光光や蛍光ホイール71を透過した光源光の経路に、ダイクロイックミラーなどの
ミラーと合わせて光を集光させる複数のレンズを配置したレンズとミラーにより形成され
る集光光学系を有する。
【００３０】
　そして、集光光学系は、蛍光ホイール71と光源72との間に配置されて、光源72から射出
される光源光の光軸を変化させることなく光源光を透過させ、且つ、蛍光体の層131から
射出される蛍光光の光軸の向きを変換させるダイクロイックミラーである第一光軸変換ミ
ラー1と、蛍光ホイール71の拡散層141を透過する光源光の光軸の向きを変換させる通常の
反射ミラーである第二光軸変換ミラー2と、第一光軸変換ミラー1により変換された蛍光光
の光軸を更に変換させる第三光軸変換ミラー3と、第二光軸変換ミラー2で変換された光源
光の光軸を変換させることなく光源光を透過させ、且つ、第三光軸変換ミラー3で変換さ
れた蛍光光を更に変換させることにより、蛍光光及び光源光を同一光路上に集光させる第
四光軸変換ミラー4と、を有している。
【００３１】
　具体的には、第一光軸変換ミラー1は、光源72の光軸上において、蛍光ホイール71と光
源72との間に配置され、第二光軸変換ミラー2は、光源72の光軸上において、蛍光ホイー
ル71に対して光源72とは反対側の位置に配置され、第三光軸変換ミラー3は、第一光軸変
換ミラー1により変換される蛍光光の光軸上に配置され、第四光軸変換ミラー4は、第二光
軸変換ミラー2と第三光軸変換ミラー3に対向して配置される。
【００３２】
　この第二乃至第四光軸変換ミラー2～4は、光源光或いは蛍光光の光軸を変換させる２個
の反射ミラーと、光源光の光軸を変換させることなく光源光を透過させ且つ蛍光光の光軸
を変換させる１個のダイクロイックミラーと、から構成されている。
【００３３】
　そして、第二光軸変換ミラー2は、蛍光ホイール71の拡散層141を透過した光源光の光軸
を９０度変換させる反射ミラーとされ、第三光軸変換ミラー3は、第一光軸変換ミラー1に
より変換された蛍光光の光軸を９０度変換させる反射ミラーとされ、第四光軸変換ミラー
4は、第二光軸変換ミラー2により変換された光源光の光軸を変化させることなく、且つ、
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第三光軸変換ミラー3により変換された蛍光光の光軸を９０度変換させるダイクロイック
ミラーとされる。
【実施例】
【００３４】
　以下、本発明の実施例を図に基づいて詳説する。図１は、プロジェクタ10の外観斜視図
である。尚、本実施例において、左右とは投影方向に対しての左右方向を示し、前後とは
プロジェクタ10から射出される光線束の進行方向に対しての前後方向を示す。プロジェク
タ10は、図１に示すように、略直方体形状であって、本体ケースの前方の側板とされる正
面パネル12の側方に投影口を覆うレンズカバー19を有するとともに、この正面パネル12に
は複数の排気孔17を設けている。更に、図示しないがリモートコントローラからの制御信
号を受信するＩｒ受信部を備えている。
【００３５】
　また、本体ケースである上面パネル11にはキー／インジケータ部37が設けられ、このキ
ー／インジケータ部37には、電源スイッチキーや電源のオン又はオフを報知するパワーイ
ンジケータ、投影のオン、オフを切りかえる投影スイッチキー、光源装置や表示素子又は
制御回路等が過熱したときに報知をする過熱インジケータ等のキーやインジケータが配置
されている。
【００３６】
　更に、本体ケースの背面には、背面パネルにＵＳＢ端子や画像信号入力用のＤ－ＳＵＢ
端子、Ｓ端子、ＲＣＡ端子等を設ける入出力コネクタ部及び電源アダプタプラグ等の各種
端子20が設けられている。尚、図示しない本体ケースの側板である右側パネル14、及び、
図１に示した側板である左側パネル15の下部近傍には、各々複数の吸気孔18が形成されて
いる。
【００３７】
　次に、プロジェクタ10のプロジェクタ制御手段について図２のブロック図を用いて述べ
る。プロジェクタ制御手段は、制御部38、入出力インターフェース22、画像変換部23、表
示エンコーダ24、表示駆動部26等から構成され、入出力コネクタ部21から入力された各種
規格の画像信号は、入出力インターフェース22、システムバス（ＳＢ）を介して画像変換
部23で表示に適した所定のフォーマットの画像信号に統一するように変換された後、表示
エンコーダ24に出力される。
【００３８】
　また、表示エンコーダ24は、入力された画像信号をビデオＲＡＭ25に展開記憶させた上
でこのビデオＲＡＭ25の記憶内容からビデオ信号を生成して表示駆動部26に出力する。
【００３９】
　表示駆動部26は、表示エンコーダ24から出力された画像信号に対応して適宜フレームレ
ートで空間的光変調素子（ＳＯＭ）である表示素子51を駆動するものである。そして、光
源装置63の光源72が点灯したときに、光源装置63から射出された光線束を光源側光学系を
介して表示素子51に入射し、表示駆動部26により制御される表示素子51の反射光で光像を
形成することにより、投影側光学系とする投影系レンズ群を介して図示しないスクリーン
に画像を投影表示することができる。尚、この投影側光学系の可動レンズ群97は、レンズ
モータ45によりズーム調整やフォーカス調整のための駆動が行われる。
【００４０】
　また、画像圧縮伸長部31は、画像信号の輝度信号及び色差信号をＡＤＣＴ及びハフマン
符号化等の処理によりデータ圧縮して着脱自在な記録媒体とされるメモリカード32に順次
書き込む記録処理を行なう。更に、画像圧縮伸長部31は、再生モード時にメモリカード32
に記録された画像データを読み出し、一連の動画を構成する個々の画像データを１フレー
ム単位で伸長し、この画像データを画像変換部23を介して表示エンコーダ24に出力し、メ
モリカード32に記憶された画像データに基づいて動画等の表示を可能とする処理を行なう
。
【００４１】
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　制御部38は、プロジェクタ10内の各回路の動作制御を司るものであって、ＣＰＵや各種
セッティング等の動作プログラムを固定的に記憶したＲＯＭ及びワークメモリとして使用
されるＲＡＭ等により構成されている。
【００４２】
　本体ケースの上面パネル11に設けられるメインキー及びインジケータ等により構成され
るキー／インジケータ部37の操作信号は、直接に制御部38に送出され、リモートコントロ
ーラからのキー操作信号は、Ｉｒ受信部35で受信され、Ｉｒ処理部36で復調されたコード
信号が制御部38に出力される。
【００４３】
　尚、制御部38にはシステムバス（ＳＢ）を介して音声処理部47が接続されている。この
音声処理部47は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備えており、投影モード及び再生モード時に
は音声データをアナログ化し、スピーカ48を駆動して拡声放音させる。
【００４４】
　また、制御部38は、電源制御回路41を制御しており、この電源制御回路41は、電源スイ
ッチキーが操作されると光源装置63の光源72を点灯させる。更に、制御部38は、冷却ファ
ン駆動制御回路43に光源装置63等に設けた複数の温度センサによる温度検出を行わせ、こ
の温度検出の結果から冷却ファンの回転速度を制御させている。また、制御部38は、冷却
ファン駆動制御回路43にタイマー等によりプロジェクタ本体の電源ＯＦＦ後も冷却ファン
の回転を持続させ、更に、温度センサによる温度検出の結果によってはプロジェクタ本体
の電源をＯＦＦにする等の制御も行う。
【００４５】
　次に、このプロジェクタ10の内部構造について述べる。図３は、プロジェクタ10の内部
構造を示す平面模式図である。プロジェクタ10は、図３に示すように、右側パネル14の近
傍に電源回路ブロック101等を取付けた電源制御回路基板102が配置され、略中央にはシロ
ッコファンタイプのブロア110が配置され、このブロア110の近傍に制御回路基板103が配
置され、正面パネル12の近傍には光源装置63が配置され、左側パネル15の近傍には光学系
ユニット70が配置されている。また、プロジェクタ10は、筐体内を区画用隔壁120により
背面パネル13側の吸気側空間室121と正面パネル12側の排気側空間室122とに気密に区画さ
れており、ブロア110は、吸込み口111が吸気側空間室121に位置し排気側空間室122と吸気
側空間室121の境界に吐出口113が位置するように配置されている。
【００４６】
　光学系ユニット70は、光源装置63の近傍に位置する照明側ブロック78と、背面パネル13
側に位置する画像生成ブロック79と、照明側ブロック78と左側パネル15との間に位置する
投影側ブロック80との３つのブロックから構成された略コの字形状である。
【００４７】
　この照明側ブロック78は、光源装置63から射出された光を画像生成ブロック79が備える
表示素子51に導光する光源側光学系62の一部を備えている。この照明側ブロック78が有す
る光源側光学系62としては、光源装置63から射出された光線束を均一な強度分布の光束と
する導光装置75や、導光装置75を透過した光を集光する集光レンズ等がある。
【００４８】
　画像生成ブロック79は、光源側光学系62として、導光装置75から射出された光線束の光
軸方向を変更する光軸変更ミラー74と、この光軸変更ミラー74により反射した光を表示素
子51に集光させる複数枚の集光レンズと、これらの集光レンズを透過した光線束を表示素
子51に所定の角度で照射する照射ミラー84と、を有している。更に、画像生成ブロック79
は、表示素子51とするＤＭＤを備え、この表示素子51の背面パネル13側には表示素子51を
冷却するための表示素子冷却装置53が配置されて、表示素子51が高温となることを防止し
ている。
【００４９】
　投影側ブロック80は、表示素子51で反射されて画像を形成する光をスクリーンに放出す
る投影側光学系90のレンズ群を有している。この投影側光学系90としては、固定鏡筒に内
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蔵する固定レンズ群93と可動鏡筒に内蔵する可動レンズ群97とを備えてズーム機能を備え
た可変焦点型レンズとされ、レンズモータにより可動レンズ群97を移動させることにより
ズーム調整やフォーカス調整を可能としている。
【００５０】
　また、プロジェクタ10の内部構造において、吸気側空間室121内には光源装置63と比較
して低温である部材が配置されるものであり、具体的には、電源制御回路基板102と、ブ
ロア110と、制御回路基板103と、光学系ユニット70の画像生成ブロック79と、光学系ユニ
ット70の投影側ブロック80と、光学系ユニット70の照明側ブロック78における集光レンズ
と、が配置されている。
【００５１】
　一方、排気側空間室122内には、比較的高温となる光源装置63と、光学系ユニット70の
照明側ブロック78が備える導光装置75と、排気温低減装置114とが配置されている。
【００５２】
　そして、光源装置63は、光が照射されることにより光の三原色である赤色、緑色、青色
の波長帯域光を射出する発光板である蛍光ホイール71と、蛍光ホイール71を回転駆動する
駆動装置であるホイールモータ73と、青色の波長帯域光を蛍光ホイール71に照射する複数
個の光源72と、蛍光ホイール71から発せられる赤色、緑色、青色波長帯域の光を導光装置
75に導く複数のミラーと、を備えている。
【００５３】
　そして、複数の光源72は、各光源72の光軸が導光装置75の光軸に対して略直交するよう
に配置されている。また、蛍光ホイール71は、正面パネル12の近傍において、光源72と対
向するように配置されている。具体的には、光源72の光軸と当該蛍光ホイール71のホイー
ル面とが直交するように配置されている。つまり、蛍光ホイール71を回転させるホイール
モータ73の回転軸が、光源72の光軸に対して平行となっている。また、この蛍光ホイール
71は、赤色及び緑色の蛍光光を光源72側に射出し、光源72からの青色帯域光を透過するよ
うに構成されている。
【００５４】
　この発光板である蛍光ホイール71は、図４に示すように、円板形状の基材に扇形形状の
セグメント領域を三つ有している。そして、三つのうち二つのセグメント領域は反射部と
され、残る一つのセグメント領域は透過部とされる。具体的には、この蛍光ホイール71は
、異なる波長帯域光を発する二種類の蛍光体の層131として赤色蛍光体層131R及び緑色蛍
光体層131Gが円周方向に隣接して配置される扇形形状の反射部とされる反射板130と、拡
散層141が蛍光体の層131に隣接するように配置される扇形形状の透過部とされる拡散板14
0とが、ホイールモータ73の回転軸に設けられるモータハブに接着固定されることによっ
て一体的に形成されるものである。また、反射板130と拡散板140との境界面も接着されて
いる。
【００５５】
　そして、この蛍光ホイール71は、中央部にホイールモータ73との接続部である円柱状の
回転軸の形状に対応した円形開口が形成され、該円形開口に回転軸が挿着されて、モータ
ハブが反射板130及び拡散板140の中央部近傍に接着されることで強固に接続されて一体と
なるものである。
【００５６】
　これにより、この蛍光ホイール71は、毎秒約１２０回などの回転速度でプロジェクタ制
御手段の制御部38によって駆動制御される駆動装置としてのホイールモータ73によって一
体的に円周方向に回転することとなる。
【００５７】
　この反射部である反射板130は、銅板やアルミニウム等の熱伝導性部材から成る不透明
基材から成り、蛍光体層131が取付けられる光源72側の全面に銀蒸着等により光源72から
の青色光源光並びに蛍光体で生成される赤色及び緑色波長帯域の蛍光光を反射する反射層
が形成され、この反射層の上に蛍光体層131が形成されている。この反射層は、反射板130
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の一面を鏡面加工すればよいため、容易に形成できる。
【００５８】
　そして、半円以上の円弧である優弧を有する扇形形状の反射板130の外周部近傍には、
帯状の二種類の蛍光体層131が円周方向に隣接して配置されるようにコーティングによっ
て形成されている。この反射板130には、光源光が照射されることにより当該光源72から
の光を励起光として吸収し、励起されることで原色である赤色の波長帯域光を発する蛍光
体を含有する赤色蛍光体層131Rが形成され、また、同様に光源72からの光を励起光として
吸収して原色である緑色の波長帯域光を発する蛍光体を含有する緑色蛍光体層131Gがこの
赤色蛍光体層131Rに隣接するように形成されている。尚、この蛍光体層131は、蛍光体結
晶とバインダから構成されるものである。
【００５９】
　そして、透過部である拡散板140は、ガラス基材や透明樹脂基材等の透明基材から成り
、光源72側の全面に拡散層141を有している。具体的には、拡散板140は、円周の約３分の
１の円弧とされた劣弧を有する扇形形状の透明基材の一方の全面にブラスト加工などによ
る目粗し処理等の光学処理が施されることにより、入射した青色光源光が透過する際に拡
散効果を付与する拡散層141が形成されている。
【００６０】
　そして、この拡散層141は、拡散板140が反射板130に対して円周方向に隣接して配置さ
れることで、蛍光体層131に隣接するように配置されている。尚、拡散層141としては、当
該透明基材の表面に光学処理を施す場合の他、光学物質である帯状の固体物を固着するこ
とにより形成してもよい。また、光源72側に拡散層141を形成せずに、反対側の面に拡散
層141を形成してもよい。
【００６１】
　そして、光源72は、蛍光ホイール71の外周部近傍に配置される蛍光体層131及び拡散層1
41に光を照射するものであって、赤色及び緑色蛍光体層131R,131Gから発せられる赤色及
び緑色の波長帯域光よりも波長の短い可視光である青色の波長帯域の光を射出するレーザ
ー発光器又は青色発光ダイオードとされるものである。
【００６２】
　このように、光源72と蛍光体層131及び拡散層141を有する蛍光ホイール71とを対向させ
て配置させることで、蛍光ホイール71の反射部に形成される蛍光体層131から射出された
蛍光光と、蛍光ホイール71の透過部である拡散板140を透過した光源光とを分離すること
ができる。つまり、回転する蛍光ホイール71の蛍光体層131及び拡散層141に順次に青色光
源光を照射することで、光源72から射出された光源光が励起光として蛍光ホイール71の蛍
光体層131に照射されたときは、光源72側に蛍光光が射出され、光源72から射出された光
源光が蛍光ホイール71の透過部の拡散層141に照射されたときは、光源72とは反対側に光
源光が拡散透過されることになる。
【００６３】
　そして、反射部である反射板130における蛍光体層131の配置する面に反射層が形成され
ているため、光源72から指向性のある光源光が赤色蛍光体の層131Rに照射されると、赤色
蛍光体層131Rの蛍光体が、青色光を励起光として吸収して赤色波長帯域の蛍光光を全方位
に射出する。このうち、光源72に向かって射出される赤色蛍光光はミラーを有する集光光
学系を介して導光装置75に入射し、不透明基材側に射出される赤色蛍光光は反射層によっ
て反射され、当該反射光の多くが蛍光ホイール71からの射出光としてミラーを有する集光
光学系を介して導光装置75に入射されることとなる。
【００６４】
　また、赤色蛍光体層131Rの蛍光体に吸収されずに反射層に照射された青色光源光も、反
射層により反射されて、再び赤色蛍光体層131R側に射出されて蛍光体を励起させることが
できるため、青色光源光の利用効率を向上させて、明るく発光させることができる。
【００６５】
　そして、反射層により反射されて蛍光体に吸収されずに赤色蛍光体層131Rから光源72側
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に戻る青色光源光は、赤色蛍光光とともに赤色蛍光体層131Rから光源72側に進行するも、
当該青色光源光は、赤色光を反射させ且つ青色光を透過させる光軸変換ミラーであるダイ
クロイックミラーにより赤色蛍光光と分離される。つまり、蛍光ホイール71から光源72側
に射出された光のうち赤色蛍光光だけが、ダイクロイックミラーにより反射されて、集光
光学系の他のミラーやレンズを介して導光装置75に入射されることとなる。
【００６６】
　また同様に、光源72からの光が緑色蛍光体の層131Gに照射されると、緑色蛍光体から発
せられる緑色波長帯域の蛍光光が、赤色蛍光光と同様に明るく発光し、光軸変換ミラーに
より反射されて光源72側に戻る青色光源光と分離された後、集光光学系の他のミラーやレ
ンズを介して導光装置75に入射されることとなる。
【００６７】
　そして、光源72から青色波長帯域のレーザーなどの光源光が拡散層141に照射されると
、拡散層141が入射した青色光源光に拡散効果を付与するため、蛍光体の層131からの射出
光（赤色光及び緑色光）と同様な拡散光とされた青色光が拡散層141から射出され、当該
青色光はミラーを有する集光光学系を介して導光装置75に入射されることとなる。
【００６８】
　これにより、蛍光ホイール71を回転させるとともに光源72から指向性のある光源光を射
出すると、赤色及び緑色及び青色の波長帯域光が蛍光ホイール71からミラーを有する集光
光学系を介して導光装置75に順次入射され、プロジェクタ10の表示素子51であるＤＭＤが
データに応じて各色の光を時分割表示することにより、スクリーンにカラー画像を生成す
ることができる。
【００６９】
　そして、この光源装置63は、図５に示すように、光源72の光軸上における射出側に配置
されて光源72からの射出光を平行光に変換するコリメータレンズ150を備える。また、こ
の光源装置63は、蛍光ホイール71から射出される所定の波長帯域光を反射又は透過させて
、当該蛍光ホイール71から射出される各色光を同一光路上に集光させる第一乃至第四光軸
変換ミラー1～4と、蛍光ホイール71から射出されて導光装置75へ入射する光線束を集光す
る複数の凸レンズ等と、により構成される集光光学系を備えている。
【００７０】
　以下、本実施例の集光光学系について述べる。この集光光学系は、蛍光ホイール71から
異なる方向に射出されて分離された赤色及び緑色蛍光光の光軸と青色光源光の光軸とを一
致させて赤色及び緑色光と青色光を同一光路上に集光させるように所定の位置に配置され
る４個の光軸変換ミラーを備えている。そして、この光軸変換ミラーは、光源72と蛍光ホ
イール71との間に配置されて励起光を透過させ且つ蛍光体からの蛍光光を反射するダイク
ロイックミラー、及び、蛍光ホイール71の透過部を透過した励起光とダイクロイックミラ
ーで反射された蛍光光とを同一光路上に集光させ且つ同一方向に向けて光を照射可能とす
る複数の反射ミラーやダイクロイックミラーから構成される。
【００７１】
　具体的には、この集光光学系は、蛍光ホイール71と光源72との間に配置されて、光源72
から射出される光源光の光軸を変化させることなく光源光を透過させ、且つ、蛍光体の層
131から射出される蛍光光の光軸の向きを変換させるダイクロイックミラーである第一光
軸変換ミラー1と、蛍光ホイール71の拡散層141を透過する光源光の光軸の向きを変換させ
る第二光軸変換ミラー2と、第一光軸変換ミラー1により変換された蛍光光の光軸や第二光
軸変換ミラー2で変換された光軸を更に変換させることにより、蛍光光の光軸及び光源光
の光軸を一致させて蛍光光及び光源光を同一光路上に集光させる第三及び第四光軸変換ミ
ラー3,4と、を備えているものである。
【００７２】
　そして、本実施例において、第一光軸変換ミラー1は、光源72の光軸上において、光源7
2と蛍光ホイール71との間に配置されて、光源72から射出された青色光源光の光軸を変化
させることなく、且つ、蛍光ホイール71から射出された赤色及び緑色蛍光光の光軸を９０
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度変換させるダイクロイックミラーである。つまり、この第一光軸変換ミラー1は、光源7
2から発せられる励起光としての青色光源光を透過させ、且つ、蛍光ホイール71の蛍光体
層131の蛍光体から射出される赤色及び緑色波長帯域の蛍光光を９０度の角度で方向を変
化させて反射する。
【００７３】
　第二光軸変換ミラー2は、光源72の光軸上において、蛍光ホイール71に対して光源72と
は反対側の位置に配置されて、蛍光ホイール71の透過部における拡散層141を透過した青
色光源光の光軸を９０度変換させる通常の反射ミラーである。つまり、この第二光軸変換
ミラー2は、蛍光ホイール71から射出された青色帯域光を９０度の角度で方向を変化させ
て反射する。尚、第二光軸変換ミラー2を反射ミラーとせずに青色帯域光を反射可能なダ
イクロイックミラーとしてもよい。
【００７４】
　第三光軸変換ミラー3は、第一光軸変換ミラー1により変換される赤色及び緑色蛍光光の
光軸上において、第一光軸変換ミラー1に対向するように配置されて、第一光軸変換ミラ
ー1により変換された蛍光光の光軸を９０度変換させる反射ミラーである。つまり、第三
光軸変換ミラー3は、第一光軸変換ミラー1によって反射された赤色及び緑色波長帯域の蛍
光光を更に９０度の角度だけ方向を変化させて反射する。尚、第三光軸変換ミラー3を反
射ミラーとせずに赤色及び緑色光を反射可能なダイクロイックミラーとしてもよい。
【００７５】
　第四光軸変換ミラー4は、第二光軸変換ミラー2と第三光軸変換ミラー3に対向して配置
されて、第二光軸変換ミラー2により変換された青色光源光の光軸を変化させることなく
、且つ、第三光軸変換ミラー3により変換された赤色及び緑色蛍光光の光軸を９０度変換
させるダイクロイックミラーである。つまり、第四光軸変換ミラー4は、第二光軸変換ミ
ラー2によって反射された青色光源光の光軸と第三光軸変換ミラー3によって反射された赤
色及び緑色波長帯域の蛍光光の光軸とが交差する位置に配置されて、第二光軸変換ミラー
2によって反射された青色光源光を透過させて直進させ、第三光軸変換ミラー3によって反
射された赤色及び緑色波長帯域の蛍光光は９０度の角度だけ方向を変化させるように反射
する。
【００７６】
　これにより、第四光軸変換ミラー4を透過した青色光源光と、第四光軸変換ミラー4によ
って反射された赤色及び緑色蛍光光と、が同一光路上に集光させられるとともに、これら
全ての色の光が同一方向に射出される。
【００７７】
　このように、集光光学系に４個の光軸変換ミラー1～4を配置することで、蛍光ホイール
71から射出される各色光の光軸を変換させて導光装置75の光軸と一致させることで、各色
光を同一光路上に集光させ且つ同一方向に向けて照射可能とされるため、蛍光ホイール71
からの各色の射出光を導光装置75に順次入射させることができる。
【００７８】
　そして、この集光光学系は、光源72と蛍光ホイール71との間、及び、蛍光ホイール71か
らの蛍光光や蛍光ホイール71を透過した光源光の経路に、ダイクロイックミラーなどのミ
ラーと合わせて光を集光させる複数のレンズを配置したレンズとミラーにより形成されて
いる。これにより、ミラーで進行方向を変えた光線束をレンズにより集光させて効率よく
光を導光装置75に入射させることができる。
【００７９】
　具体的には、複数個の光源72から射出された青色光は、光源72が青色発光ダイオードで
あれば、コリメータレンズ150によって平行光とされ、或いは光源72が青色レーザー発光
器であれば、コリメータレンズ150によって指向性を増した平行光とされ、コリメータレ
ンズ150と第一光軸変換ミラー1との間に配置された第一凸レンズ153aによって集光される
。また、蛍光ホイール71の表裏両面近傍に夫々集光レンズ群155が配置されることにより
、第一凸レンズ153aによって集光された青色帯域光が集光レンズ群155によって更に集光
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された状態で蛍光ホイール71に照射されるとともに、蛍光ホイール71の表裏両面から射出
される各光線束も夫々集光される。
【００８０】
　更に、第二光軸変換ミラー2と第四光軸変換ミラー4との間に第二凸レンズ153bが配置さ
れ、第一光軸変換ミラー1と第三光軸変換ミラー3との間に第三凸レンズ153cが配置され、
第三光軸変換ミラー3と第四光軸変換ミラー4との間に第四凸レンズ153dが配置され、更に
、第四光軸変換ミラー4と導光装置75との間に導光装置入射レンズ154が配置されているた
め、蛍光ホイール71からの射出光は、集光された光線束として導光装置75に入射されるこ
ととなる。
【００８１】
　したがって、コリメータレンズ150を介して光源72から射出された青色光源光は、第一
凸レンズ153aにより集光されて、第一光軸変換ミラー1を透過し、集光レンズ群155により
更に集光されて蛍光ホイール71の蛍光体層131或いは拡散層141に照射される。
【００８２】
　そして、蛍光ホイール71の透過部とされる拡散板140の拡散層141に光源光が照射された
場合には、拡散層141を透過して拡散光となった青色光源光が、蛍光ホイール71の光源72
側とは逆方向に配置された集光レンズ群155により集光されて第二光軸変換ミラー2に照射
される。また、青色光源光は、第二光軸変換ミラー2により反射されて、第二凸レンズ153
bで集光された後、第四光軸変換ミラー4を透過して導光装置入射レンズ154で集光されて
導光装置75へと入射する。
【００８３】
　そして、蛍光ホイール71の反射部とされる反射板130の蛍光体層131に光源光が照射され
た場合には、赤色或いは緑色波長帯域の蛍光光が光源72側に射出される。そして、蛍光光
は、蛍光ホイール71の光源72側の集光レンズ群155により集光されて第一光軸変換ミラー1
に照射される。ここで、蛍光光は、第一光軸変換ミラー1により反射されるが、蛍光体層1
31の蛍光体に吸収されることなく反射された青色光源光は第一光軸変換ミラー1を透過す
ることとなる。これにより、赤色或いは緑色蛍光光と青色光源光とを分離して、色純度の
低下を防止できる。
【００８４】
　また、第一光軸変換ミラー1によって反射された蛍光光は、第三凸レンズ153cにより集
光されて第三光軸変換ミラー3に照射される。そして、蛍光光は第三光軸変換ミラー3によ
り反射されて第四凸レンズ153dにより集光された後に第四光軸変換ミラー4に照射される
。また蛍光光は、更に第四光軸変換ミラー4により反射されて導光装置入射レンズ154によ
り集光されて導光装置75へと入射される。
【００８５】
　このように、本発明によれば、特定波長帯域光のみを反射する特殊な反射層を蛍光ホイ
ール71の面に設けることなく、蛍光ホイール71自体を反射板130とするとともに、反射板1
30の一部に透過部として光源光を透過させて且つ拡散させる拡散層141を具備する拡散板1
40を設けることで、蛍光ホイール71から射出される光源光と各色蛍光光との射出光路を分
離させることができる。これにより、シンプルな構成で製造が容易な光源装置63と、この
光源装置63を備えたプロジェクタ10を提供することができる。
【００８６】
　また、蛍光ホイール71から射出された光には、赤色或いは緑色蛍光光とともに、蛍光ホ
イール71から反射された青色光源光も僅かに存在するが、ダイクロイックミラーとされる
第一光軸変換ミラー1を光源72と蛍光ホイール71との間に配設することで、赤色或いは緑
色波長帯域の蛍光光に混在する蛍光ホイール71により反射された青色光源光をカットでき
るため、蛍光光に光源光が混在することが確実に防止された色純度の高い各色光を射出す
ることのできる光源装置63と、この光源装置63を備えたプロジェクタ10を提供することが
できる。
【００８７】
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　そして、光源72に青色帯域のレーザー発光器を採用することで、蛍光体を効率よく励起
させて発光させることができる。また、蛍光ホイール71に、少なくとも赤色帯域光を発す
る蛍光体と、緑色帯域光を発する蛍光体を有する蛍光体層131を形成することで、原色で
ある赤色及び緑色の波長帯域光を生成することができる。更に、透過部に拡散層141を設
けることで、指向性のあるレーザー光を拡散透過させて原色である青色の波長帯域光を蛍
光光と同様の拡散光として導光装置75に入射させることができる。
【００８８】
　尚、透過部に拡散層141を設けることなく透過部は通常のガラス板又は周囲に枠を形成
した透孔としての空間により形成し、拡散板を蛍光ホイール71直近の光源72側、又は、蛍
光ホイール71と第二光軸変換ミラー2との間などの青色光源光の光路上に固定配置するこ
ともある。また、この光源装置63は、光源72を青色発光ダイオードとする場合には、拡散
層141を透過部や青色光源光の光路上に設けない構成とすることもある。
　そして、光源装置63の集光光学系に用いられる光軸変換ミラー1～4の種類及び設置態様
は、様々な構成を採用することができる。
　以下、光軸変換ミラー1～4の配置構成の他のバリエーションの実施例について図６及び
図７を参照して説明する。
【００８９】
　図６（ａ）は、上記した光源装置63の光学レイアウト（図５参照）において光源72から
射出された光源光の光路Lと、光源光を受けて射出される蛍光光の光路Fとを示す模式図で
ある。即ち、図６（ａ）に示した第一光学レイアウトにおいては、図７に示すように、第
一光軸変換ミラー1が青色光源光を透過し、赤色及び緑色蛍光光を反射するダイクロイッ
クミラーとされる。そして、第二光軸変換ミラー2は、青色光源光を反射する反射ミラー
である。また、第三光軸変換ミラー3は、赤色及び緑色蛍光光を反射する反射ミラーであ
り、第四光軸変換ミラー4は、青色光源光を透過し、赤色及び緑色蛍光光を反射するダイ
クロイックミラーである。
【００９０】
　そして、光学レイアウトは、この第一光学レイアウトの第四光軸変換ミラー4を図７に
示したように青色光源光を反射して赤色及び緑色蛍光光を透過するダイクロイックミラー
とした第二光学レイアウト（図６（ｂ）参照）としてもよい。
【００９１】
　更に、第二光軸変換ミラー2が、青色光源光を透過して赤色及び緑色蛍光光を反射する
ダイクロイックミラーとされ、第四光軸変換ミラー4を反射ミラーとした第三光学レイア
ウト（図６（ｃ）参照）を採用することもできる。これにより、蛍光光のみが反射を繰り
返して光源72の光軸上において光源光と蛍光光とを同一光路上に集光させることができる
。
【００９２】
　また、第三光学レイアウトにおける第二光軸変換ミラー2を、青色光源光を反射させて
赤色及び緑色蛍光光を透過させるダイクロイックミラーとすることで、別の光学レイアウ
トである第四光学レイアウト（図６（ｄ）参照）を構成することもできる。
【００９３】
　更に、この光源装置63の集光光学系には、第二光軸変換ミラー2が、蛍光ホイール71の
拡散板140の拡散層141を透過した青色光源光の光軸を９０度変換させる反射ミラーとされ
、第四光軸変換ミラー4が、第二光軸変換ミラー2により変換された青色光源光の光軸を９
０度変換させる反射ミラーとされ、第三光軸変換ミラー3が、第一光軸変換ミラー1により
変換された赤色及び緑色蛍光光の光軸を変化させることなく、且つ、第四光軸変換ミラー
4により変換された青色光源光の光軸を９０度変換させるダイクロイックミラーとされる
第五光学レイアウト（図６（ｅ）参照）を採用することもできる。
【００９４】
　また、この第五光学レイアウトにおける第三光軸変換ミラー3を、青色光源光を透過さ
せて赤色及び緑色蛍光光を反射させるダイクロイックミラーとした別の光学レイアウトで
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ある第六光学レイアウト（図６（ｆ）参照）を構成することもできる。
【００９５】
　そしてまた、上記のように（図６（ａ）～図６（ｆ）参照）第二乃至第四光軸変換ミラ
ー2～4を、光源光或いは蛍光光の光軸を変換させる２個の反射ミラーと、光源光及び蛍光
光の光軸の何れか一方を変換させることなく他方を変換させる１個のダイクロイックミラ
ーと、から構成する場合に限定されることなく、第二乃至第四光軸変換ミラー2～4が、青
色光源光の光軸を変換させる３個の反射ミラーとされた第七光学レイアウト（図６（ｇ）
参照）を採用して、主に青色光源光を繰返し反射させることにより、赤色及び緑色蛍光光
と青色光源光とを同一光路上に集光させることもできる。
【００９６】
　このように、第二乃至第四光軸変換ミラー2～4の特性を様々な組合せとして、所定位置
、角度で配設することで、種々の光学レイアウトを採用することができる。したがって、
上述のごとく色純度が高く且つ製造の容易な光源装置63とプロジェクタ10を提供すること
ができるだけでなく、このような光源装置63を実装するプロジェクタ10などの機器に対す
る配置自由度を高めることができる。
【００９７】
　また、本発明は、以上の実施例に限定されるものでなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で自由に変更、改良が可能である。例えば、反射板130に配置される蛍光体の層131は、赤
色及び緑色蛍光体の層131R,131Gを配置する場合に限定されることなく、黄色等の補色と
される波長帯域の光を射出可能とする蛍光体の層131を加えて配置することもできる。
【００９８】
　そして、光源装置63に配置させる光軸変換ミラーは、４個に限定されることなく、５個
以上配置して分離した光源光と蛍光光とを同一光路上に集光させることもできる。尚、４
個の光軸変換ミラー1～4を設けることにより、シンプルでコンパクトな光源装置63とする
ことができるため、好適である。
【００９９】
　また、上述の実施例では、光軸方向の変換や、光の透過や反射を波長に応じて選択する
ためにダイクロイックミラーを用いることとしたが、これに限らず、例えばダイクロイッ
クプリズムなどの他の代替手段をもって上述のダイクロイックミラーを置換することとし
てもよい。
【０１００】
　更に、蛍光ホイール71を円板形状ではなく、矩形状の発光板として形成して固定配置す
る場合もある。この場合、光源72と発光板との間に光源72からの光の照射方向を変化させ
る調整装置を配設する、或いは、光源72の位置及び／又は照射方向を変化させるように駆
動する光源駆動装置を設けて、光源72からの光の照射スポットを各セグメント領域に順次
位置させるようにすることで、各色光を、集光光学系を介して導光装置75に入射させるこ
とができる。そして、調整装置としては、例えば、ＫＴＮ結晶、音響光学素子、ＭＥＭＳ
ミラー等を用いた光偏光器を採用することができる。
【符号の説明】
【０１０１】
　1　第一光軸変換ミラー　　　　　　　　　　　　2　第二光軸変換ミラー
　3　第三光軸変換ミラー　　　　　　　　　　　　4　第四光軸変換ミラー
 10　プロジェクタ
 11　上面パネル 　　　　　　　　　　　　　　　12　正面パネル
 13　背面パネル 　　　　　　　　　　　　　　　14　右側パネル
 15　左側パネル 　　　　　　　　　　　　　　　17　排気孔
 18　吸気孔 　　　　　　　　　　　　　　　　　19　レンズカバー
 20　各種端子 　　　　　　　　　　　　　　　　21　入出力コネクタ部
 22　入出力インターフェース　　　　　　　　 　23　画像変換部
 24　表示エンコーダ 　　　　　　　　　　　　　25　ビデオＲＡＭ
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 26　表示駆動部 　　　　　　　　　　　　　　　31　画像圧縮伸長部
 32　メモリカード 　　　　　　　　　　　　　　35　Ｉｒ受信部
 36　Ｉｒ処理部　　　　　　　　　　　　　　 　37　キー／インジケータ部
 38　制御部　　　　　　　　　　　　　　　　　 41　電源制御回路
 43　冷却ファン駆動制御回路 　　　　　　　　　45　レンズモータ
 47　音声処理部　　　　　　　　　　　　　　 　48　スピーカ
 51　表示素子 　　　　　　　　　　　　　　　　53　表示素子冷却装置
 62　光源側光学系 　　　　　　　　　　　　　　63　光源装置
 70　光学系ユニット 　　　　　　　　　　　　　71　蛍光ホイール
 72　光源　　　　　　　　　　　　　　　　　 　73　ホイールモータ
 74　光軸変更ミラー 　　　　　　　　　　　　　75　導光装置
 78　照明側ブロック 　　　　　　　　　　　　　79　画像生成ブロック
 80　投影側ブロック 　　　　　　　　　　　　　84　照射ミラー
 90　投影側光学系 　　　　　　　　　　　　　　93　固定レンズ群
 97　可動レンズ群　　　　　　　　　　　　　　101　電源回路ブロック
102　電源制御回路基板　　　　　　　　　　　　103　制御回路基板
110　ブロア　　　　　　　　　　　　　　　　　111　吸込み口
113　吐出口　　　　　　　　　　　　　　　　　114　排気温低減装置
120　区画用隔壁　　　　　　　　　　　　　　　121　吸気側空間室
122　排気側空間室　　　　　　　　　　　　　　130　反射板
131　蛍光体の層　　　　　　　　　　　　　　　131R 赤色蛍光体の層
131G 緑色蛍光体の層
140　拡散板　　　　　　　　　　　　　　　　　141　拡散層
150　コリメータレンズ
153a 第一凸レンズ　　　　　　　　　　　　　　153b 第二凸レンズ
153c 第三凸レンズ　　　　　　　　　　　　　　153d 第四凸レンズ
154　導光装置入射レンズ　　　　　　　　　　　155　集光レンズ群
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